
１．調査目的・調査方法等                                    

この調査は、和歌山県内のひとり親家庭等の生活実態や福祉施策に対するニーズ等を把握し、

今後の福祉施策の充実を図るための基礎資料とするために下記のとおり実施しました。 

今回の調査票の配付数は、２，７３０部、有効回答は１,０４３、回収率は３８．２％でした。

前回は平成３０年８月に実施しましたが、配付数２，９００部、有効回答８６１、回収率２９．

７％でした。 

（１）配付期間 

令和５年８月（児童扶養手当現況届提出期間） 

（２）配付対象市町村 

和歌山市を除く２９市町村 

（３）配付対象者 

・児童扶養手当受給資格者（全部支給・一部支給停止・全部支給停止者）である母子家庭

の母、父子家庭の父 

・寡婦 

（４）配付方法 

・母子家庭の母及び父子家庭の父は、児童扶養手当現況届提出時に、窓口等で無作為に配 

 付 

・寡婦は、和歌山県母子寡婦福祉連合会の会員から無作為に抽出した者へ郵送にて配付 

（５）配付数 

２，７３０部（母子２，５６０、父子１４０、寡婦３０） 

（６）回収方法 

・配付封筒に同封した返信用封筒（料金受取人払郵便）にて回答者より直接回収 

・オンラインによる回答（今回調査から導入） 

（７）回収期限 

令和５年９月２９日（金） 

（８）有効回答 

１,０４３（母子９７６、父子４６、寡婦２１） 

 ※うちオンライン回答 ２７３（母子２６０、父子１３、寡婦０） 

（９）回収率 

３８．２％ 

 ※うちオンライン回答１０．０％ 
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